
量
と
も
に
高
い
も
の
で
、
い
か
に
武
田
氏
が
中
世
を
通
じ
て
文
化
的
腐
心
を
行
っ

て
来
た
か
が
良
く
わ
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
特
に
禅
宗
は
山
梨
県

出
身
僧
が
、
中
央
で
活
躍
。
そ
の
資
料
は
今
日
、
わ
ず
か
に
垣
間
み
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
世
に

「妙
沢
不
動
」
と
言
わ
れ
、
大
阪
市
美
術
館
の
重
要
美
術

品
や
、
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
、
わ
が
国
の
古
美
術
の
殿
堂
で
は
い
く
っ
か
所

蔵
が
見
ら
れ
る
龍
漱
周
沢

（
＝
妙
沢
）
の

「
不
動
明
王
図
」
は
、
周
沢
の
出
身

が
甲
斐
武
田
氏
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
だ
と
い
つ
も

私
の
中
で
宿
題
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
画
像
で
あ
っ
た
。

一
蓮
寺
調
査
の
折
、
箱
書
に
あ
る

「
妙
沢
不
動
」
の
名
は
私
の
中
で
、
禅
宗

と
時
宗
の
疑
間
を
い
だ
き
な
が
ら
、
驚
き
を
持
っ
て

「真
蹟
で
あ
っ
て
欲
し
い
」

と
、
蓋
を
開
け
て
、
軸
を
ひ
ろ
げ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
正
に
妙
沢
不
動
、
甲

州
最
初
の
画
僧
の
出
現
を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
の

「
不
動
明
王
図
」
は
江
戸
時
代
の
奉
納
に
関
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、　
一

蓮
寺
は
武
田
氏
、　
一
条
氏
の
開
い
た
寺
で
、
そ
の
由
縁
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

龍
漱
周
沢
は
天
竜
寺
第
十
五
世
に
な
っ
た
人
で
、
京
都
の
禅
宗
文
化
の
中
心
に

い
た
僧
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の

「
不
動
明
王
図
」
の
作
者
と
し
て
は
、
先
づ
妙

沢
と
第

一
に
指
を
折
る
画
僧
が
、
出
自
の
地
に
眠
っ
て
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て

『
甲
府
市
史
』
を
担
当
し
た
と
い
う
自
負
と
喜
び
を
こ
の
画
か
ら
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

さ
て

『
甲
府
市
史
』
も
完
結
と
な
る
。
事
務
局
と
し
て
多
く
の
御
苦
労
を
背

負
わ
れ
た
高
木
氏
、
数
野
氏
を
は
じ
め
と
す
る
編
纂
担
当
諸
氏
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
私
自
身
、
満
足
で
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
が
心
残
り

の
ま
ま
で
あ
る
が
、
今
後
に
新
た
な
る

「
甲
府
の
美
術
」
を
肉
付
け
し
て
い
こ

う
と
思
う
。

文
化
遺
産

に
ふ
れ
て

調
査
協
力
員
　
　
相
　
原
　
」県
　
洋

甲
府
市
制
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
市
史
編
さ
ん
に
調
査
協
力

員
と
し
て
参
画
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
金
桜
神
社
を
始
め
宮
本

・
能
泉
地
区
内

の
旧
区
有
文
書
等
古
文
書
の
調
査
、
宮
本

・
能
泉

・
羽
黒
地
区
内
の
石
造
物
調

査
を
担
当
し
た
。

金
峰
山
を
始
め
多
く
の
山
頂
の
石
祠
、
集
落
毎
に
構
築
さ
れ
た
道
祖
神
、
路

傍
の
馬
頭
観
音
、
観
音
霊
場
の
供
養
塔
、
庚
申
塔
、
地
蔵
像
、
鳥
居
、
石
橋
、

石
灯
籠
等
種
類
と
数
の
多
さ
、
こ
れ
ら
を
保
存
し
て
来
た
先
人
、
地
域
の
人
々

の
情
熱
に
深
く
頭
を
下
げ
た
い
思
い
が
す
る
。

特
に
山
中
共
古
先
生
が

「
甲
斐
の
落
葉
」
に
甲
州
で
珍
し
き
物
と
書
い
た
金

秋
石
の
石
灯
籠
、
荒
川
ダ
ム
東
側
の
ダ
ム
建
設
に
伴
い
移
転
さ
れ
た
川
窪
町
内

全
て
の
石
造
物
に
は
感
激
し
た
。

し
か
し
乍
ら
心
な
い
一
部
の
人
に
持
ち
去
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
と
か
、
市
史

資
料
を
含
め
こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
を
末
永
く
保
存
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

（市
史
編
さ
ん
を
終
え
て
）

調
査
協
力
員
　
　
落
　
△
田
　
四
　
郎

市
史
編
さ
ん
調
査
協
力
員
を
引
き
受
け
て
早
六
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
特
別
な
御
協
力
も
出
来
ず
汗
顔
の
至
り
で
す
が
、
こ
の
大
事
業
に

些
か
関
わ
っ
た
者
と
し
て
感
銘
を
深
く
致
し
ま
し
た
。
磯
貝
先
生
を
委
員
長
に

各
専
門
委
員
の
先
生
方
や
事
務
局
の
皆
様
方
の
一
体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
依
り
、
膨
大
な
史
料
の
発
掘
収
集
や
又
そ
の
史
料
の
年
代
別
等
仕
訳
の
仕
事
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